
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。

※2018年11月29日の値を100として指数化

※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成

明治安田アセットマネジメント株式会社　金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第405号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加入協会：一般社団法人投資信託協会/一般社団法人日本投資顧問業協会

野村BPI総合指数の推移
（期間：2018年11月29日～2019年12月27日）

▲0.04

▲0.60% 1.63%

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。

https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/201912_outlook.pdf
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マーケットの動き（2019年12月23日～12月27日） 日本国債利回りの推移
（期間：2018年11月29日～2019年12月27日）

国内債券市場の金利は低下しました（債券価格は上昇）。

26日に発表された日銀の1月国債買入オペ予定も変更なしと買い安心感につながり堅

調に推移しました。

クレジット市場については、需給環境は引き続き良好でした。

投資環境見通し（2019年12月）

国内長期金利はマイナス圏を中心としたレンジ内で推移

国内長期金利は落ち着いた動きを予想しています。世界景気の減速に備えた各国中央

銀行の金融緩和の動きが一巡しており、日銀も当面は現在の金融政策を維持するとみ

ています。

米中貿易協議の大幅な進展が見込めない状況下で、当面の長期金利はマイナス圏を中

心としたレンジ内で推移するとみています。

変動幅（騰落率）
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国内長期金利はマイナス圏を中心としたレンジ内で推移

• 国内長期金利は落ち着いた動きを予想しています。世界景気の減速に備えた各国中央銀

行の金融緩和の動きが一巡しており、日銀も当面は現在の金融政策を維持するとみていま

す。

• 米中貿易協議の大幅な進展が見込めない状況下で、当面の長期金利はマイナス圏を中心

としたレンジ内で推移するとみています。


